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近ごろ、暑さを感じること、
冬の寒さを感じないこと、
増えたでしょうか？



『地球沸騰時代』の到来
「地球温暖化の時代は終わり、地球沸騰の時代が到来した。」

（The era of global warming has ended, the era of global boiling has arrived.
2023年7月27日、アントニオ・グテーレス国連事務総長）

©UN Photo/Mark Garten

https://climatereanalyzer.org/clim/sst_daily/

※2023年4月以降、異常な高温
オレンジ＝2024年
赤太＝2025年



そもそもどういうメカニズム？
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https://essd.copernicus.org/articles/17/965/2025/

太陽がもしもなかったら♪
地球はたちまち凍りつく♪

しかし、、、



人為の影響は「疑う余地がない」って？

IPCC_AR6_SYR_LongerReport

2010年代の地球の地表平均気温は、
19世紀後半の地表平均気温より1.1℃高い

気温上昇の要因を分解して
定量化してみた結果

観測されている気温上昇
＝人間活動の影響による上昇幅とほぼ一致



CO2はどこまで大きな原因なの？

1850年以降、温室効果ガスが急速に増加
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（『信州ゼロカーボンBOOK県民編』）



極端な現象が温暖化によって増加

IPCC AR6 Synthesis Report: Climate Change 2023 Figure SPM.2

地球の平均気温：
19世紀後半から比べて1.1℃温暖化
今後、GHG排出削減をしなければ4℃上昇も

年最高気温の変化

年平均土壌水分量の変化

年最大日降水量の変化

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250529/k10014819471000.html





気候変動は世代間の不公正を生む(気候正義)

IPCC AR6 Synthesis Report: Climate Change 2023 Figure SPM.1: (c)

地球の平均気温

いま70代の方
「最近、暑いな」

いま40代の方
「人生後半、暑いなあ」

これからの世代
「生まれてこのかた、
ずっと暑い！」



気候変動適応情報プラットフォーム
https://adaptation-platform.nies.go.jp/climate_change_adapt/index.html



脱炭素／ゼロカーボン／カーボンニュートラル
climate neutral（UNFCCC）／net zero emission
：温室効果ガス排出量を削減し、森林吸収量と相殺して
「正味ゼロ」とすること

環境省 https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/about/



Global fossil CO2 emissions: 34.8 ± 2 GtCO2 in 2020, 53% over 1990
Projection for 2021: 36.4 ± 2 GtCO2, 4.9% [4.1%–5.7%] higher than 2020

The 2021 projection is based on preliminary data and modelling.
Source: Friedlingstein et al 2021; Global Carbon Project 2021

Global Fossil CO2 Emissions

Uncertainty is ±5% for 
one standard deviation 

(IPCC “likely” range)

https://essd.copernicus.org/preprints/essd-2021-386/
http://www.globalcarbonproject.org/carbonbudget/


脱炭素社会
：必要な変化は世界水準で明瞭に

（1）必要最小限のエネルギー使用で済む
ライフスタイル、ビジネススタイル

：エネルギー効率化（＝省エネ）

（2）化石エネルギーを再エネに

：エネルギー転換（＋地域主導で）

→この2つを達成するための手段として

• 建物の断熱性能アップ

• 屋根ソーラーなどで自給・自家消費

• ガソリン車→電気自動車（EV）へシフト などがある。

※自給の方法などは地域性

例）水力に恵まれている地域なら水力

寒冷・山間地域なら木質燃料も必須

（3）上の2つを可能にするインフラ整備

ハードのインフラ（設備）

ソフトのインフラ（しくみ） （『信州ゼロカーボンBOOK県民編』）

（『信州ゼロカーボンBOOK事業者編』）



「対策費用が高い」は過去の認識になりつつある

（IEA(2024) Strategies for Affordable and Fair Clean Energy Transitions.）

LNGガス火力
太陽光発電
陸上風力
洋上風力
原子力

ガソリンエンジン車
電気自動車

ガスボイラー
ヒートポンプ

低効率空調
高効率空調

建物断熱改修なし
建物断熱改修あり

自然エネルギー信州ネット
https://www.shin-ene.net/pv

2022年の実績値に基づく、製造から廃棄までのコスト競争力
：従来の方法を100とした場合

従来の住宅建築
排出量ゼロ素材での建築



世界で新規に開発される電源
2024年は9割が再生可能エネルギー

IRENA: Renewable capacity statistics 2025



国際エネルギー機関（IEA）のシミュレーションでは
2050年には再エネ比率が9割

IGES,2021,「IEA（国際エネルギー機関）による2050年ネットゼロに向けたロードマップの解説」
https://www.iges.or.jp/jp/pub/iea-2050netzero/ja

https://www.iges.or.jp/jp/pub/iea-2050netzero/ja


←技術別に見た2050年までのCO2
排出削減効果

すでに市場へ投入されている技
術の利用拡大が、実用段階や開
発段階の技術よりも削減効果が
圧倒的に大。

◎電化の推進が効果大

△水素や新技術は

2050年という期限から効果薄

→今、注力すべきことは明確

太陽光、風力、電気自動車は2050年正味ゼロに向けた鍵

IEA(2021) Net Zero by 2050
https://www.iea.org/reports/net-zero-by-2050



SDGs 日本の達成状況
• 世界のSDGs達成度を比較したランキング（ベル
テルスマン財団と持続可能な開発ソリューショ
ン・ネットワーク（SDSN）が毎年発表）。

• 達成度が低いもの：日本社会の課題と識別可能

 2 飢餓をゼロに

 5 ジェンダー平等

 7 エネルギーをみんなに そしてクリーンに

12 持続可能な生産と消費

13 気候変動

14 海洋資源

15 陸上資源

17 パートナーシップ

https://dashboards.sdgindex.org/profiles/japan
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